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組合員数  6,940名（団体含）

貯金残高 70,916百万円

貸出金残高 5,662百万円

長期共済保有高 1,994.2億円

購買品供給高 2,305,208千円

販売品取扱高 1,081,688千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年5月25日㈪　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年6月25日㈭　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

石川県のたけのこは、大規模産地としては北限にあたり
一番遅く出荷が始まります。えぐみが少なく柔らかいの
が特徴です。

表紙の写真

たけのこ

令和2年9月30日（水）まで

※商品の詳しい内容についてはチラシをご覧ください。（令和２年５月１日現在）
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　４月下旬、令和２年産米の田植えが始まりました。４月１日から順次行われた播種・出芽
作業を経て１cmほど出芽した苗が生産者に出荷されました。生産者はビニールハウスで丈夫
で均一な苗が成長するよう、灌水（水やり）や温度管理を丁寧に行っています。田植えの
適期は育苗日数１カ月以内の20～25日のため、田植えの時期を逆算して準備作業が行われ
ています。

　新型コロナウイルス対策による場所変更と一部実施回数の増により密を避ける方法で
開催いたします。

　「米ができるまで88回手間がかかる」と言われ、
昔から多くの工程と時間が必要でした。今は機械の
導入によって作業効率が上がり、人員も最小限で
済むようになりましたが、それでも
収穫まで多くの作業が必要です。今年
も生産者は美味しい白山のお米に汗を
流しています。

　乾田に「溝を掘る」「種をまく」
「肥料を入れる」という３工程を同時
に行うもので、播種や育苗の手間を
省き、コストや時間、育苗管理の
人手を削減する方法です。
　令和２年の作付面積は、コシヒ
カリやひゃくまん穀物など４品種
109ha の予定です。

　　蝶屋地区　71ha
　　鶴来地区　26ha
　　手取地区　12ha

今年も田植え始まる第13回通常総代会 支店別議案説明会開催日程

１ 開催期間　令和２年６月４日（木）～５日（金）・８日（月）
２ 支店別開催日程

令和２年度 品種別作付面積（10ha以下の品種は除く）
コシヒカリ 695ha

ゆめみづほ 212ha

ひゃくまん穀 91ha

カグラモチ（もち米） 21ha

新大正糯（もち米） 36ha

五百万石（酒米） 42ha

本
店
農
機
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た

　
農
機
整
備
事
業
の
集
約
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
店
農
機
セ
ン

タ
ー
の
事
務
所
お
よ
び
修
理
場
の
一
部
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
農
機
事
務
所
の
有
効
活
用
ス
ペ
ー
ス
を
見
直
し
、
修
理
ス
ペ
ー
ス
を

18
．４
㎡
拡
張
し
ま
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
り
、
大
型
農
機
１
台
・
中
型

農
機
２
台
の
同
時
修
理
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

支　店　別

蝶屋支店 A地区
（湊・井関・手取・鹿島・蝶屋）

蝶屋支店２F和室

手取
ふれあいホール

本店
多目的ホール

６月４日（木）
午前11時より

６月４日（木）
午後13時30分より

６月５日（金）
午前11時より

６月５日（金）
午後13時30分より

６月８日（月）
午前11時より

６月８日（月）
午後13時30分より

蝶屋支店 B地区
（美川・末正・西米光・平加・蓮池）

手取支店（鳥越地区）

手取支店（吉野谷・尾口）
白峰支店

つるぎ支店
（舘畑地区・蔵山地区）

つるぎ支店（林地区）
大神支店

日　　　時 開催場所（全６会場）

改修工事平面図

移植の田植え

乾田直播
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第
１
回
理
事
会

日
時
／
令
和
２
年
４
月
30
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
検
査
指

摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
３
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査
定

結
果
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
令
和
元
年
度
決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
令
和
2
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
　
井
口
育
苗
セ
ン
タ
ー
改
修
計
画
の
方
針
に
つ

い
て審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
農
地
所
有
者
代
理
事
業
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
（
貸
付
金

の
額
、
手
形
の
割
引
金
額
、
債
務
の
保
証
額
、
株
式
又
は
出

資
の
額
、
私
募
の
社
債
の
額
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

の
額
及
び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、
短
期
社
債
等
の
額
、
コ
ー

ル
ロ
ー
ン
の
額
、
預
け
金
の
額
、
金
銭
の
信
託
の
額
、
公
募

の
社
債
の
額
、
金
融
債
の
額
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
融

資
未
実
行
部
分
）、
そ
の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）

の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
（
貸
付

金
の
額
、
手
形
の
割
引
金
額
、
債
務
の
保
証
額
、
株
式
又
は
出

資
の
額
、
私
募
の
社
債
の
額
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー
の

額
及
び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、コ
ー
ル
ロ
ー

ン
の
額
、
預
け
金
の
額
、
金
銭
の
信
託
の
額
、
公
募
の
社
債
の
額
、

金
融
債
の
額
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
融
資
未
実
行
部
分
）、

そ
の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）
の
最
高
限
度
額
の

決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
令
和
２
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与
等
の

決
定
の
う
ち
組
合
長
に
一
任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
号
議
案
　
職
員
退
職
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
号
議
案
　
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
白
山
個
人
情
報
保
護
統
括
管

理
者
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
号
議
案
　
令
和
２
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
制
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
18
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
白
山
役
員
候
補
者
定
年
制
適
用
除
外
の
追

加
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
19
号
議
案
　
役
員
推
薦
会
議
に
対
す
る
学
識
経
験
役
員
並
び

に
員
外
監
事
の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
元
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

２
　
令
和
元
年
度
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

３
　
令
和
２
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

４
　
令
和
元
年
度
第
４
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

５
　
令
和
元
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

６
　
本
店
農
機
セ
ン
タ
ー
修
理
場
及
び
事
務
所
の
一
部
改
修
工

事
に
つ
い
て

７
　
大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

８
　
J
A
白
山
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
に
つ
い
て

９
　
令
和
２
年
度
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
第
１
四
半
期
事
業

報
告
に
つ
い
て

10
　
令
和
元
年
度  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組

状
況
報
告
に
つ
い
て

11
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理
状

況
に
つ
い
て 

12
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に

つ
い
て

13
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る

対
応
状
況
に
つ
い
て 

14
　
令
和
元
年
度
　
組
合
員
数
に
つ
い
て 

15
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う
第
13
回
通
常
総
代
会

及
び
支
店
別
議
案
説
明
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て  

16
　
そ
の
他 

以
上
16
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
時
　
令
和
２
年
６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

●
場
所
　
J
A
白
山
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル

第
13
回
通
常
総
代
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
安
全
に
配
慮
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
開
催
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

た
け
の
こ
出
荷
始
ま
る

　
４
月
９
日
、
た
け
の
こ
の
市
場
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
表
年
で
出
荷
数
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
産
状
況
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
や
４
月
に
入
っ
て
か
ら
の
気
温
低
下
に
よ
る
生
育
の
遅
れ
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
に
よ
る
と
「
じ
っ
く
り
育
っ
た
た
め
か
良
型
の
も
の
が
多
く
、
い
つ
も

よ
り
甘
味
が
増
し
て
好
評
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
年
は
出
荷
量
５
ｔ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
た
け
の
こ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
た
け
の
こ
が
並
び
、

開
店
と
同
時
に
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
け
の
こ
は
処
理
が
苦
手
と
い
う
方
も
、

採
れ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
下
茹
で
す
る
な
ら
米
ぬ
か
な
ど
不
要
で
、
た
け
の
こ
本
来
の
味
を
楽
し
め

ま
す
の
で
、
地
元
産
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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第
１
回
理
事
会

日
時
／
令
和
２
年
４
月
30
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
農
水
産
業
協
同
組
合
貯
金
保
険
機
構
検
査
指

摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
令
和
２
年
３
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査
定

結
果
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
令
和
元
年
度
決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
令
和
2
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
　
井
口
育
苗
セ
ン
タ
ー
改
修
計
画
の
方
針
に
つ

い
て審

議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
総
代
会
に
附
議
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
農
地
所
有
者
代
理
事
業
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
（
貸
付
金

の
額
、
手
形
の
割
引
金
額
、
債
務
の
保
証
額
、
株
式
又
は
出

資
の
額
、
私
募
の
社
債
の
額
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

の
額
及
び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、
短
期
社
債
等
の
額
、
コ
ー

ル
ロ
ー
ン
の
額
、
預
け
金
の
額
、
金
銭
の
信
託
の
額
、
公
募

の
社
債
の
額
、
金
融
債
の
額
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
融

資
未
実
行
部
分
）、
そ
の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）

の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
（
貸
付

金
の
額
、
手
形
の
割
引
金
額
、
債
務
の
保
証
額
、
株
式
又
は
出

資
の
額
、
私
募
の
社
債
の
額
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー
の

額
及
び
有
価
証
券
の
貸
付
額
、短
期
社
債
等
の
額
、コ
ー
ル
ロ
ー

ン
の
額
、
預
け
金
の
額
、
金
銭
の
信
託
の
額
、
公
募
の
社
債
の
額
、

金
融
債
の
額
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
（
融
資
未
実
行
部
分
）、

そ
の
他
オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
等
の
合
計
額
）
の
最
高
限
度
額
の

決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
令
和
２
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与
等
の

決
定
の
う
ち
組
合
長
に
一
任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
号
議
案
　
職
員
退
職
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
16
号
議
案
　
令
和
２
年
度
Ｊ
Ａ
白
山
個
人
情
報
保
護
統
括
管

理
者
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
号
議
案
　
令
和
２
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
制
定
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
18
号
議
案
　
Ｊ
Ａ
白
山
役
員
候
補
者
定
年
制
適
用
除
外
の
追

加
承
認
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
19
号
議
案
　
役
員
推
薦
会
議
に
対
す
る
学
識
経
験
役
員
並
び

に
員
外
監
事
の
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
元
年
度
全
般
統
制
評
価
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

２
　
令
和
元
年
度
有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

３
　
令
和
２
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

４
　
令
和
元
年
度
第
４
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

５
　
令
和
元
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

６
　
本
店
農
機
セ
ン
タ
ー
修
理
場
及
び
事
務
所
の
一
部
改
修
工

事
に
つ
い
て

７
　
大
口
信
用
供
与
先
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

８
　
J
A
白
山
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
に
つ
い
て

９
　
令
和
２
年
度
㈲
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
第
１
四
半
期
事
業

報
告
に
つ
い
て

10
　
令
和
元
年
度  

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組

状
況
報
告
に
つ
い
て

11
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理
状

況
に
つ
い
て 

12
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に

つ
い
て

13
　
令
和
元
年
度  

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る

対
応
状
況
に
つ
い
て 

14
　
令
和
元
年
度
　
組
合
員
数
に
つ
い
て 

15
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴
う
第
13
回
通
常
総
代
会

及
び
支
店
別
議
案
説
明
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て  

16
　
そ
の
他 

以
上
16
項
目
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
時
　
令
和
２
年
６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
よ
り

●
場
所
　
J
A
白
山
本
店
多
目
的
ホ
ー
ル

第
13
回
通
常
総
代
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
、
安
全
に
配
慮
し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、
開
催
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
別
途
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

た
け
の
こ
出
荷
始
ま
る

　
４
月
９
日
、
た
け
の
こ
の
市
場
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
表
年
で
出
荷
数
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
生
産
状
況
は
イ
ノ
シ
シ
被
害
や
４
月
に
入
っ
て
か
ら
の
気
温
低
下
に
よ
る
生
育
の
遅
れ
が

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
産
者
に
よ
る
と
「
じ
っ
く
り
育
っ
た
た
め
か
良
型
の
も
の
が
多
く
、
い
つ
も

よ
り
甘
味
が
増
し
て
好
評
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
年
は
出
荷
量
５
ｔ
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
た
け
の
こ
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
た
け
の
こ
が
並
び
、

開
店
と
同
時
に
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
た
け
の
こ
は
処
理
が
苦
手
と
い
う
方
も
、

採
れ
た
そ
の
日
の
う
ち
に
下
茹
で
す
る
な
ら
米
ぬ
か
な
ど
不
要
で
、
た
け
の
こ
本
来
の
味
を
楽
し
め

ま
す
の
で
、
地
元
産
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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　令和元年度も継続して「農業所得の増大」「地域農業の振興」「地域活性化」に取り組み、
様々な活動を通じてJAを知りファンになっていただくため、積極的な地域交流に努めました。

　食農教育の一環として、学童クラブの児童と
ジャガイモ生育や料理教室を行いました。来店感謝

デーに「麦とろ麺」の試食会を開催。クリスマスには利用者限定でプレゼ
ントを配布するなど、積極的に地域住民との交流を図りました。

令和元年度 JA白山自己改革の取り組み

　令和２年度も「農業所得の増大」「地域農業の振興」「地域活性化」のため積極
的に活動を行い、必要とされるJAを目指してまいります。

つるぎ支店

　支店職員が栽培したジャガイモを使って、園児の収穫体験や調理体験
を行ったほか、こども食堂へ食材を提供しました。ふれあいサロンにも
参加し、地域交流を行いました。

大神支店

　保育園に野菜苗を提供し定植や収穫を行い、ふれあいサロンに参加し
ました。また「手取支店農業まつり」を開催し、地産地消の推進や地域
活性化に努めました。

手取支店

　一般向けの栽培講習会を行い、生産者の技術向上や出荷者の育成に努めま
した。女性部向けの生前整理セミナーでは、遺品整理の実情から今後の生活
を考える勉強会を行いました。また、白山比咩神社へ地元農産物で作られた
「野菜宝船」を奉納し、地元の農産物のPRと地産地消の促進を行いました。

　食農教育の一環として、親子参加型のさつまいも収穫体験・試食会を開催。「食の祭典
『カラダ革命』in 白山」では、地元食材をふんだんに使った料理を振る舞いました。他にも
「農業まつり」を開催し、地元や近隣の住民皆さんに地元食材の美味しさを知ってもらい、
地元農業やJAのファンづくりに努めました。
　農業所得の増大では、蝶屋地区にて令和元年より水田フル活用の展開として米・大麦・
大豆の２年３作を導入し、地域農業の振興に向けて新たな農業経営を実践しています。

本　店

　食農教育として親子参加型の農園を開催。こども食堂や通学合宿に米
を寄贈しました。また「美川地区農業まつり」「資産活用セミナー」「美川
沿線清掃」など様々な活動を行い、幅広い世代との交流に努めました。

蝶屋支店

　高齢者の買い物支援として
「よらんかいねぇ広場買い物
バスツアー」や「白峰支店
ふれあい感謝祭」を開催し、
地域貢献活動を行いました。

白峰支店
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各支店 または
金融共済部共済課 TEL 076-272-3017

JA白山
新型コロナウイルス感染拡大防止対策

　組合員および利用者の皆さまには、大変なご不便とご迷惑をお掛けして
おりますが、ご協力いただきありがとうございます。また、事態終息に
向けてご尽力されている全ての皆さまに感謝申し上げます。
　今後も組合員および地域の皆さま、職員の安全を確保しながら最善を
尽くしてまいりますので、ご協力をお願いいたします。
　皆さまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

　JA白山は「新型コロナウイルス感染拡大防止対策」として、組合員・ご利
用者と職員の安全と生活を守るため、以下のような対策を行っています（令和
２年４月末現在）。

　各部署入り口にアルコール消毒液を設置し、職員のマスク着用、定期的な換気
を徹底しています。また、来店者・職員の飛沫感染防止のため、窓口に透明
ビニールを設置しました。
　業務体制では万が一の事態を想定し、職員を２班に分けるスプリット体制を
行い、勤務場所を別室（別棟）に分け１週間の交代制とすることで、業務継続を
可能としました。

本 店

　本店同様、各店舗入り口にアルコール消毒液を設置し、職員のマスク着用、
定期的な換気を徹底しています。また、来店者・職員の飛沫感染防止のため、
窓口に透明ビニールを設置、渉外担当者は電話対応を中心とし訪問活動による
不要な接触を控えています。
　さらに４月20日より営業時間を9：00～14：00と短縮したほか、職員を２班
に分けるスプリット体制を行い、１週間の交代制（１班が店舗出勤、２班が自宅
待機）を取ることで、万が一の事態でも継続経営を可能としました。

支 店

　店舗入り口にアルコール消毒液を設置し来店者へ使用を呼びかけ、従業員全員
のマスク着用、レジ担当者の手袋着用およびお客様ごとの対応前アルコール
消毒を徹底しています。また、営業時間を４月24日以降9：15～18：30と
短縮するとともに、来店者・レジ担当者の飛沫感染防止のためレジ周りに透明
ビニールを設置、間隔を開けて並んでいただくよう足跡マークを貼って呼びか
けました。

よらんかいねぇ広場

新型コロナウイルス感染症に関する
大切なおしらせ
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●情勢
①全国の契約・販売状況
　元年産主食用うるち米の１月末現在の契約数量は1,184千t（前年比104％）と進んでいるが、
販売数量は524千t（前年比98％）と販売は遅れている。
②価格動向
　元年産米は、国の需給見通しでは需要量と収穫量が同量であり、需給均衡が続くとしている。
元年産米相対取引価格（１月末累計）の全国平均価格は15,749円と、前年産に対し＋61円と
同水準で推移している。

　JA白山の育苗事業における施設体制は井口と手取２か所の育苗センターで対応しています。
しかし施設、設備の老朽化と業務効率化を考え、第５次中期３ヵ年計画で「井口・手取育苗
センターの統廃合」を計画しています。

●改修計画の方針
　井口育苗センターを改修（能力増強）し、台車方式からパレット積み方式に切り替え、出芽室
を垂直方向へ拡張、段積みすることで日量平均6,250箱、シーズン10万箱（旧２施設分）の生産
に対応します。
　また、新たに環境保全に配慮した農業生産に資する技術として、温湯種子消毒を導入すること
で高コストである廃液処理施設は極小化し、自動段積装置等の導入によって改修後の播種作業の
省力化を図る等、効率運営に徹することで苗代のコスト低減に努めます。
　この改修工事については、行政に補助金を要望しながら令和２年度施設整備計画に計上する
ところでありますが、同計画に対し、令和２年３月に「令和元年度 強い農業・担い手づくり
総合支援事業」の補助金割当内示があったことから、以後、下記の計画に沿い改修工事に取り
組みます。

●計画案

令和元年産米JA出荷米の概算精算（追加加算金）のおしらせ

令和元年産加工用米、政府備蓄米、輸出用米の
一体的取り組みにおける共同計算精算金

※追加加算金支払日は令和２年３月31日（火）、最終精算は7月に実施します。
※ひゃくまん穀複数年契約には別途、元年12月25日に324円／60kgの奨励金を支払い済み。

※精算金支払日は令和２年３月31日（火）

（単位：円／60kg、税込）

（単位：円／60kg、税込）

井口・手取育苗センター　統廃合及び改修工事計画

銘　柄 等級 共計仮渡金
A

出荷奨励金
B

令和元年産JA
米仮渡金合計
（A＋B）＝C

共計
追加加算金

D

合計
E＝（C＋D）

前年同期
価格
F

前年との
価格差
E－F

コシヒカリ

1 13,194 200 13,394 400 13,794 13,556 238

2 12,594 200 12,794 700 13,494 12,956 538

3 11,494 200 11,694 700 12,394 11,856 538

ゆめみづほ

1 12,194 200 12,394 400 12,794 12,556 238

2 11,594 200 11,794 700 12,494 11,956 538

3 10,494 200 10,694 700 11,394 10,856 538

ひゃくまん穀

1 12,994 200 13,194 400 13,594 13,406 188

2 12,394 200 12,594 700 13,294 12,806 488

3 11,294 200 11,494 700 12,194 11,706 488

五百万石
石川門

1 13,194 200 13,394 700 14,094 14,006 88

2 11,694 200 11,894 700 12,594 12,506 88

3 10,594 200 10,794 700 11,494 11,406 88

カグラモチ
白山もち

1 11,394 200 11,594 1,200 12,794 11,506 1,288

2 10,794 200 10,994 1,200 12,194 10,906 1,288

3 9,694 200 9,894 1,200 11,094 9,806 1,288

等級 共計概算金
A

精算金
B

精算金合計
C（A＋B）

H30年産
価　格
D

前年との
価格差
C－D

1 12,320 554 12,874 11,704 1,170

2 11,720 554 12,274 11,104 1,170

3 10,720 554 11,274 10,104 1,170

❶出芽室ボイラー設備更新 従来以上に苗の生育均一化を図るため設備を更新する
●蒸気ボイラーに更新（現在は温風ボイラー）
●壁面・天井に既存の断熱パネルに高耐湿性パネル
を上張り

❷苗箱自動段積装置導入 播種ラインの能力向上による効率化・省力化のため、
苗箱自動段積装置を導入する

❸温湯消毒方式の導入 環境に配慮した農業の取り組みとして温湯消毒を導入
する。ただし、種子苗については従来通り薬剤消毒を
行う

❹廃液処理装置設置 周辺環境に配慮した廃液処理装置を設置する

●工事着工予定
　　令和２年９月
●完成予定
　　令和３年２月
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（令和２年３月末実績参考）

組合員数  6,940名（団体含）

貯金残高 70,916百万円

貸出金残高 5,662百万円

長期共済保有高 1,994.2億円

購買品供給高 2,305,208千円

販売品取扱高 1,081,688千円

私たちの 無料税務相談会
■ 開催日時

当JA顧問税理士
福田　正寛

■ 開催場所

令和2年5月25日㈪　午前9時～12時（基本30分単位）
令和2年6月25日㈭　

JA白山  本店

要予約

お問い合わせ・お申込先（担当／本店総務課 大岡）

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp

SNSはじめました（@ja.hakusan）

↓check it!↓

石川県のたけのこは、大規模産地としては北限にあたり
一番遅く出荷が始まります。えぐみが少なく柔らかいの
が特徴です。

表紙の写真

たけのこ

令和2年9月30日（水）まで

※商品の詳しい内容についてはチラシをご覧ください。（令和２年５月１日現在）
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